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今週のキーワード

CGMの民主化
AIとナノ技術が診断を革新

50
件

記事数

10
カ国

対象国

95
%

偽アラーム減

12.6
fM

検出感度

今週の全50記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 MIPs合成抗体 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ミシガン工科大学がMIPs「合成抗体」でバイオセンシ
ングのコスト・安定性課題を克服する新技術を発表。

#02
Dexcom Stelo
OTC承認

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

FDAがDexcom製Steloを小児（2歳以上、非インスリ
ン使用者）向け初のOTC連続血糖モニタリングシステ
ムとして承認。

#03
アプタマーウェアラブ
ル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
アプタマー活用次世代ウェアラブルバイオセンサーが
分子レベルのリアルタイム健康モニタリングを実現。

#04 CGM+AI偽アラーム減 技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Trinity Biotech社、CGM+ウェアラブルバイオセンサ
ーがAI分析で夜間の偽低血糖アラームを95%以上削減
。

#05
中国POCTグローバル
化

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
EU IVDR規制と感染症流行を背景に、中国のPOCT産
業が「グローバル化の黄金時代」に突入。

#06
指先穿刺不要血糖測定
器

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
FDA承認の指先穿刺不要血糖測定器（Dexcom Stelo,
Abbott Lingo等）が代謝管理を革新。

#07 阪大希少脂質センサー 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●

大阪大学がCLiBアッセイで細胞ストレス時の希少脂質
PI(3,5)P2蓄積をリアルタイム追跡する蛍光バイオセ
ンサーを開発。

#08
AusculPatch心肺モニ
タ

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

UNSWがAI統合型の超軽量ウェアラブルセンサー「A
usculPatch」を発表、自宅で心臓・肺の連続モニタリ
ングを実現。

#09 小児CRP POCT抗菌薬 技術報告
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
Aidian社、小児におけるCRP POCTが抗菌薬適正使用
を指導する新エビデンスを提示。

#10 AI肥満ケア革新 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AI、デジタルヘルス、遠隔モニタリングが肥満ケアを
革新：ウェアラブルとモバイルアプリでリアルタイム
介入。

#11 Dexcom G7小児優位 技術比較
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

GoodRxがCGM主要デバイスを比較：Dexcom G7 10
日センサーが2歳以上の小児向け唯一のFDA承認デバ
イスとして優位に。

#12 AIナノ喘息診断 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ナノ材料とAIで強化されたバイオセンサーが喘息診断
を近代化：唾液中IL-8等バイオマーカーを低濃度検出
。

#13 連続乳酸モニタリング 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

連続乳酸モニタリングがCGMに次ぐ次世代の代謝モニ
タリングとして注目、ウェアラブルセンサーとAIが牽
引。

#14 救急POCTの重要性 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
MEDICA誌が救急部門におけるPOCTの重要性を強調
：迅速診断データが緊急時の臨床意思決定を強化。
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距離

市場
インパクト

データ
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日本
関連度 一行サマリ

#15 MLラテラルフロー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
機械学習を活用したラテラルフローアッセイが感染症
POCT診断の感度と定量を飛躍的に向上。

#16 デジタルヘルス動向 市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AIウェアラブルパッチの不整脈検出精度99.6%、女性
健康ウェアラブルが1160万ドル調達などデジタルヘ
ルス動向。

#17 POMDOCTOR戦略転換 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

中国POMDOCTOR社がAI駆動の予測ヘルスケアプラ
ットフォームへ戦略的転換、ウェアラブルとデータ統
合で慢性疾患管理を強化。

#18 スマートウォッチ血糖 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

スマートウォッチが血糖値管理を革新：Dexcom
G7とFreeStyle LibreがApple
Watch連携を強化、AI駆動エコシステムが拡大。

#19 キノコ毒素検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

致死性キノコ毒素α-アマニチンを高感度検出する多モ
ード無細胞バイオセンシングプラットフォームを発表
。

#20
ナノ粒子AIバイオセン
サー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ナノ粒子ベースのバイオセンサーが生物医学診断と環
境モニタリングを再定義：病原性核酸の検出感度を向
上。

#21 単原子ナノザイム 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

単原子ナノザイム（SAzymes）が高効率な触媒作用で
生体分子・汚染物質検出の感度と特異性を画期的に向
上。

#22 食品ナノセンサー 技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
DLGレポートが食品産業におけるナノセンサーの革新
を報告：リアルタイム品質監視と病原体識別。

#23 水質センサー 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

低コスト・オープンソースの環境水中の硝酸塩および
アンモニア検出センサーを発表：R2値0.96の精度で4
00回以上の安定応答。

#24
DexCom
Stelo小児拡大

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

DexCom社がSteloグルコースバイオセンサーの適用
範囲を非インスリン使用者小児に拡大、アプリも刷新
し2026年7月米国でリリース。

#25 超迅速分子診断 技術報告
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

QuidelOrtho社レポート、超迅速分子診断が臨床検査
室を変革：呼吸器ウイルス検査のTATを26時間以上か
ら3時間未満に短縮。

#26 尿がんバイオセンサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

トゥエンテ大学が子宮頸がんを尿サンプルから高感度
検出するバイオセンサーチップを発表：スメアテスト
代替へ5〜10年で実用化目指す。

#27 POCT小型化とAI 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ProPharma社FAQ：IVDの未来を形作るPOCTと診断
の小型化、ウェアラブルとAIが牽引。

#28
PATセンサーバイオプ
ロセス

技術報告
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

バイオプロセスにおけるリアルタイムPATセンサー導
入、食品・飲料・工業バイオプロセシングの効率と品
質を革新。

#29
バイオプロセス応用拡
大

解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
バイオプロセシング技術、食品生産・環境・持続可能
な製造へ応用拡大。

#30 阪大CLiBアッセイ 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●

大阪大学、ハイスループットCLiBアッセイで生細胞内
のシグナル伝達脂質PI(3,5)P2をリアルタイム追跡す
る革新的バイオセンサーを開発。

#31 植物バイオマーカーML 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

浙江大学、機械学習対応型埋め込み式植物バイオマー
カーセンサーを開発し『Nature
Communications』に発表。

#32 AI癌早期発見 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
AIと機械学習が癌の早期発見を革新：マルチオミクス
データ解析で診断精度向上。

#33
CRISPRバイオセンサ
ー

企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
NTHRYS Biotech Labs、AI活用CRISPRバイオセンサ
ー診断薬で病原体・多重バイオマーカー検出を開発。

#34
九大リアルタイムセン
サー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

九州大学亀岡研究室、尿酸・グルコース・pHをリアル
タイム計測する低コスト・高精度バイオセンサーを開
発。
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#35 ALR CGM製造拡大 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
ALR Technologies、CGM Medical Shenzhenを買収
しCGM製造能力を月産30万台に拡大へ。

#36
AI微生物バイオセンサ
ー

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

NTHRYS Biotech Labs、AI活用微生物バイオセンサ
ーで食品・環境・製薬分野のリアルタイムモニタリン
グを革新。

#37
グラフェンバイオセン
サー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
グラフェン誘導体ベースバイオセンサー、診断・環境
・食品安全で高性能発揮：書誌計量分析。

#38 AI発酵プロセス最適化 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

NTHRYS Biotech Labs、IoTセンサーとAIで発酵プロ
セスのバッチ不良を30-40%削減するクラウドプラッ
トフォームを開発。

#39
手頃なセンサー神経科
学

解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
手頃な価格のセンサー技術が神経科学を民主化：電気
化学・光学バイオセンサーによる個別化医療の推進。

#40
Hamiltonバイオセンサ
ー

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Hamilton社、Interphexで生細胞密度・CO2をリアル
タイム測定する革新的バイオプロセスセンサーを発表
。

#41
MOFマイコトキシン検
出

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

食品中のマイコトキシン迅速検出：金属有機フレーム
ワーク（MOF）駆動型センサーが0.32
pg/mLの超高感度を実現。

#42 毛細管診断LOD改善 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
毛細管診断アッセイの検出限界を改善するソフトウェ
ア駆動型手法、低陽性サンプルを高信頼性で識別。

#43 AI食品品質管理 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
フリンダース大学、AIベースのセンシングソリューシ
ョンで食品産業の品質管理と安全保証を革新。

#44 量子神経疾患検出 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

量子強化バイオセンシングシステム、アルツハイマー
病・パーキンソン病のバイオマーカーを12.6
fMの超高感度で早期検出。

#45 京大MPS研究 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
京都大学横川研究室、血管生物学から再生医療までマ
イクロ生理学的システム（MPS）研究を推進。

#46 プラズモンML診断 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

UMass AmherstのYingjie Hang氏、プラズモンナノ
粒子とMLを活用した高感度POC診断用PLFSでECS学
生研究賞を受賞。

#47 TCMバイオセンサー 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
成都中医薬大学のrGOベースLSPR光学バイオセンサー
が鍼治療効果を客観評価し、伝統中国医学を近代化。

#48 自己給電ヘルスケア 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

自己給電型インテリジェンスが個別化ヘルスケアを推
進：ウェアラブル・埋め込み型センサーの自律的モニ
タリング。

#49
スプリットGFPセンサ
ー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
スプリットGFP蛍光バイオセンサー、ER-ゴルジ膜接
触のリアルタイム動態を可視化。

#50 Dexcom Stelo OTC 新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

デックスコムのStelo、初のOTC
CGMとしてFDA承認、アボットFreestyle Libre 3
Plusは15日装着・AID対応で進化。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ CGMのOTC化・小児適用拡大は、貴社の市場戦略を変えるか？
Dexcom Steloが非インスリン使用者小児向けにOTC承認され、CGM市場が大きく拡大しています（#02, #24, #50）。
これにより、予防医療や一般消費者向けヘルスケアへの参入機会が生まれる一方、既存の医療機器メーカーは競争激化に
直面します。貴社は新たな市場セグメントへの対応準備ができていますか？

❷ 量子技術やナノ材料による超高感度診断は、貴社のR&D;ロードマップに組み込まれているか？
大阪大学の希少脂質リアルタイム追跡センサー（#07）や、量子強化バイオセンシングによる神経疾患バイオマーカーの
超高感度検出（#44）など、基礎研究レベルでブレークスルーが相次いでいます。これらの技術は、将来の診断薬・医療
機器の性能を根本から変える可能性があります。貴社はこれらの最先端技術の動向を追跡し、自社のR&D;戦略に反映でき
ていますか？

❸ 中国POCT産業のグローバル攻勢に対し、貴社の競争優位性は維持できるか？
EU IVDR規制強化を追い風に、中国POCT産業がグローバル市場で存在感を増しています（#05）。費用対効果と信頼性
を武器に、新興国だけでなく先進国市場にも浸透する可能性があります。日本の診断薬・医療機器メーカーは、この脅威
に対し、どのような差別化戦略で対抗すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国POCT

CGM市場ナノAI診断

希少脂質

量子診断

食品品質

迅速分子

バイオ製造

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国POCT 脅威大 — 低コスト攻勢、市場シェア奪取

● CGM市場 注意 新市場開拓、予防医療参入 競争激化、技術追従必須

● ナノAI診断 機会大 高感度診断、新材料需要 —

● 希少脂質 機会大 創薬ターゲット、基礎研究 —

● 量子診断 機会大 超早期診断、新技術開発 —

● 食品品質 機会大 品質管理、新センサー需要 —
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● 迅速分子 注意 診断効率化、医療貢献 競争激化、技術投資必要

● バイオ製造 機会大 生産性向上、新システム —
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深掘り ① ― 大阪大学、希少脂質リアルタイム追跡センサー
#07 | 2026/07/02 | Feed and Figures (Source: Phys.org) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○
市場インパクト●●○○○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

大阪大学の研究チームが、細胞ストレス時に細胞膜内で希少脂質PI(3,5)P2の蓄積をリアルタイムで追跡できる画期的
な蛍光バイオセンサーを開発しました。CLiB（cell surface liposome binding）アッセイというハイスループット法を
導入し、従来検出が極めて困難だったこの希少脂質の動態を可視化・定量化します。これは、がんや糖尿病、神経変性
疾患などの疾患研究、創薬開発に新たな道を開く学術的ブレークスルーです。

PI(3,5)P2は細胞内の小胞輸送やオートファジーに関与しますが、量が少なく半減期が短いためリアルタイム追跡が困
難でした。本センサーは蛍光タンパク質を利用した特異的プローブと酵母細胞表面リポソームを組み合わせ、ナノモル
濃度レベルの変化を捉えます。AI駆動の創薬プラットフォームとの連携により、効率的な化合物スクリーニングも期待
されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】この技術は、これまでブラックボックスだった細胞内脂質動態のリアルタイム解析を可能にし
、疾患メカニズムの解明や新規創薬ターゲットの探索に計り知れない貢献をします。特に日本発の研究
であり、基礎研究分野での国際的なプレゼンスを高めるものです。日本の製薬・バイオベンチャーは、
この技術を早期に導入し、創薬スクリーニングや疾患モデル構築に応用することで、新たな治療法開発
のリードを獲得できるでしょう。 【脅威】基礎研究段階であり、実用化にはまだ長い道のりがあります
。特に、哺乳類細胞や生体モデルへの適用、ハイスループットスクリーニングへのスケールアップには
課題が残ります。また、蛍光プローブの細胞毒性や、生体深部での信号検出の難しさも考慮すべき点で
す。 【次のアクション】R&D;部門は、大阪大学との共同研究やライセンス契約の可能性を探り、自社
の創薬研究パイプラインへの組み込みを検討すべきです。特に、希少疾患や難病領域での応用可能性を
評価し、3年以内に概念実証（PoC）を目指すことを推奨します。

深掘り ② ― Dexcom Stelo、CGM市場の民主化を加速
#02 | 2026/06/26 | HCPLive | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

FDAがDexcomのSteloグルコースバイオセンサーシステムを、インスリンを使用しない2歳以上の小児向けに初のOTC
（市販薬）として承認しました。これにより、Steloは小児集団向けに利用可能な初のOTC連続血糖モニタリング（CG
M）システムとなり、糖尿病管理および一般的な代謝認識を向上させる重要な一歩となります。ウェアラブルセンサー
とスマートフォンアプリで構成され、血糖値を連続測定・記録・分析・表示します。

この承認は、CGM技術がインスリン依存性患者だけでなく、非インスリン使用者や小児、さらには予防医療を求める一
般消費者へと市場を拡大するトレンドを明確に示しています。小児期の肥満や2型糖尿病の増加が懸念される中、アク
セスしやすいCGMは早期介入と疾患予防に貢献し、医療機器の消費者化を加速させるものです。AIとの統合によるパー
ソナライズされた健康アドバイスも期待されます。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】CGMのOTC化と小児への適用拡大は、日本の医療機器メーカー、特にウェアラブルデバイスや
デジタルヘルスを手掛ける企業にとって、新たな巨大市場への参入機会を意味します。予防医療やウェ
ルネス分野での需要が急増する可能性があり、自社のセンサー技術やデータ解析能力を活かして、この
市場に参入すべきです。日本の材料メーカーは、生体適合性、小型化、低コスト化に貢献するセンサー
材料や接着剤の開発で貢献できます。 【脅威】Dexcomのような先行企業が市場をリードしており、後
発企業は技術的・規制的ハードルが高いです。特に、小児向け製品は安全性と精度に対する要求が厳し
く、FDA承認プロセスは複雑です。日本の企業は、迅速な開発と規制対応、そして強力なブランド戦略
が求められます。既存の医療機器メーカーは、ビジネスモデルの転換を迫られる可能性があります。 【
次のアクション】R&D;部門は、非侵襲性または低侵襲性CGMの小型化・高精度化、およびAI連携アプ
リの開発を加速。経営企画部門は、OTC市場参入に向けた規制戦略とマーケティング戦略を半年以内に
策定。調達部門は、センサー材料のサプライチェーンを再評価し、コスト競争力のある調達先を確保す
べきです。
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深掘り ③ ― 量子強化バイオセンシング、神経変性疾患の超早期検出へ
#44 | 2026/07/02 | Research Article | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●○○○

アルツハイマー病（AD）およびパーキンソン病（PD）のバイオマーカー（アミロイドβ42、リン酸化タウ181、α-シ
ヌクレイン）を12.6 fM（フェムトモル）という超高感度で早期検出する、新しい量子強化バイオセンシングシステム
が開発されました。このハイブリッドセンサーは、抗体機能化ナノ構造とダイヤモンド中の窒素空孔（NV）中心を量子
スピンベースの読み出しに利用し、ELISAと比較して150〜300倍優れた検出限界を達成します。

NV中心の量子特性により、バイオマーカー結合に伴う微細な磁場変化を極めて高感度で検出します。高い診断精度、優
れた再現性、多重検出能力も持ち、非侵襲的な血液サンプルからの超早期検出を可能にします。神経変性疾患は発症後
の治療が困難なため、初期段階の低濃度バイオマーカー検出は、早期介入による予後改善に不可欠な技術となります。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【機会】この量子強化バイオセンシング技術は、神経変性疾患の早期診断に革命をもたらす可能性を秘
めています。日本の診断薬メーカーや研究機関は、この超高感度検出技術を自社の診断プラットフォー
ムに取り入れることで、新たな市場を創出し、個別化医療の最前線に立つ機会を得られます。特に、ダ
イヤモンド中のNV中心の製造技術や、抗体機能化ナノ構造の材料開発において、日本の材料メーカーが
貢献できる可能性があります。 【脅威】量子技術は非常に高度であり、基礎研究段階から実用化までの
道のりは長く、多大な投資と専門知識が必要です。検出感度は驚異的ですが、実際の臨床サンプル（特
に血液）での安定性、特異性、そしてコスト効率の課題を克服する必要があります。また、NV中心の量
産技術や、センサーの小型化・ポータブル化も大きな課題です。 【次のアクション】R&D;部門は、量
子技術を応用したバイオセンサーの基礎研究動向を継続的にモニタリングし、大学や海外研究機関との
共同研究を模索すべきです。特に、ダイヤモンド材料やナノ構造材料の開発部門は、この技術への応用
可能性を評価し、5年以内のプロトタイプ開発を目標とすべきです。

その他の注目記事
CGM+AIで偽低血糖アラーム95%削減 (Trinity Biotech社)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AIによる多生理学データ解析でCGMの偽アラームを大幅削減。患者のQoL向上とCGM普及に貢献する重要な改良。

小児CRP POCTが抗菌薬適正使用を指導 (Aidian社)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

小児のCRP POCTが抗菌薬過剰処方削減に有効なエビデンス。AMR対策と公衆衛生に貢献する実用的な診断ツール。

スマートウォッチが血糖値管理を革新 (TechRepublic)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

CGMとスマートウォッチの連携強化は、糖尿病患者の自己管理を向上させ、デジタルヘルスエコシステムを拡大。

PATセンサーバイオプロセス導入 (LabX Media Group)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

リアルタイムPATセンサーが食品・飲料・工業バイオプロセシングの効率と品質を革新。日本のバイオ製造業は導入を
急ぐべき。

尿酸・グルコース・pHリアルタイム計測バイオセンサー (九州大学)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

九州大学が低コスト・高精度な多重バイオセンサーを開発。医療IoT連携で慢性疾患の早期異常検出に期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】#07、#44の基礎研究動向を注視し、自社の材料・センサー技術への応用可能性を検討。特に量子技
術は長期視点で重要。

• 【経営企画】#05の中国POCT市場の動向を分析し、自社製品の競争力強化策（コスト、品質、規制対応）を検
討。

▍短期（1ヶ月）
• 【半導体PKG/R&D;】#02、#24、#50のCGM市場のOTC化・小児適用拡大を受け、ウェアラブルセンサーの
小型化、低コスト化、生体適合性材料開発を加速。

• 【R&D;/調達】#20、#12、#15のナノ材料・AI融合バイオセンサーの進展を調査し、高感度・多重検出技術
の導入を検討。特にナノ材料サプライヤーとの連携を強化。

• 【R&D;/食品製造】#22、#43の食品産業向けナノセンサー・AIセンシングの動向を調査し、リアルタイム品
質管理・安全保証への応用を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】#13の連続乳酸モニタリングなど、次世代代謝モニタリング技術の可能性を評価し、新規
事業領域への参入を検討。

• 【R&D;/製造】#28、#38、#40のバイオプロセスPATセンサー、AI/IoTプラットフォームの導入を検討し、
製造効率と品質の一貫性向上を目指す。

• 【R&D;/医療機器】#26の子宮頸がん尿検査センサーなど、非侵襲的早期診断技術のロードマップを策定。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-05
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収録記事一覧

#01 ミシガン工科大学、MIPs「合成抗体」でバイオセンシングのコスト・安定性課題を克服し新技術
賞を受賞

#02 FDAがDexcom製Steloを小児（2歳以上、非インスリン使用者）向けに初のOTC連続血糖モニタ

リングシステムとして承認

#03 コンバージェンス誌、アプタマー活用次世代ウェアラブルバイオセンサーによる分子レベルのリ
アルタイム健康モニタリング研究を発表

#04 Trinity Biotech社、CGM+ウェアラブルバイオセンサーがAI分析により夜間の偽低血糖アラーム
を95%以上削減することを示す臨床データを発表

#05 中国のPOCT産業、EU IVDR規制と世界的な感染症流行を背景に「グローバル化の黄金時代」に

突入

#06 FDA承認の指先穿刺不要血糖測定器、Dexcom Stelo、Abbott Lingo、処方型CGMが代謝管理に
革新をもたらす

#07 大阪大学、CLiBアッセイで細胞ストレス時の希少脂質PI(3,5)P2蓄積をリアルタイム追跡する蛍
光バイオセンサーを開発

#08 UNSWがAI統合型の超軽量ウェアラブルセンサー「AusculPatch」を発表、自宅で心臓・肺の連
続モニタリングを実現

#09 Aidian社、小児におけるCRP POCTが抗菌薬適正使用を指導する新エビデンスを提示

#10 AI、デジタルヘルス、遠隔モニタリングが肥満ケアを革新：ウェアラブルとモバイルアプリでリ
アルタイム介入

#11 GoodRxがCGM主要デバイスを比較：Dexcom G7 10日センサーが2歳以上の小児向け唯一の
FDA承認デバイスとして優位に

#12 MDPI誌、ナノ材料とAIで強化されたバイオセンサーが喘息診断を近代化：唾液中IL-8等バイオ
マーカーを低濃度検出

#13 連続乳酸モニタリングがCGMに次ぐ次世代の代謝モニタリングとして注目、ウェアラブルセンサ
ーとAIが牽引

#14 MEDICA誌が救急部門におけるPOCTの重要性を強調：迅速診断データが緊急時の臨床意思決定
を強化

#15 RSC Publishing誌、機械学習を活用したラテラルフローアッセイが感染症POCT診断の感度と定
量を飛躍的に向上

#16 2026年7月のデジタルヘルス動向：AIウェアラブルパッチの不整脈検出精度99.6%、Clair

Healthが女性健康ウェアラブルで1160万ドル調達



#17 中国POMDOCTOR社がAI駆動の予測ヘルスケアプラットフォームへ戦略的転換、ウェアラブル
とデータ統合で慢性疾患管理を強化

#18 スマートウォッチが血糖値管理を革新：Dexcom G7とFreeStyle LibreがApple Watch連携を強

化、AI駆動エコシステムが拡大

#19 ACS Publications、致死性キノコ毒素α-アマニチンを高感度検出する多モード無細胞バイオセン
シングプラットフォームを発表

#20 MDPI誌、ナノ粒子ベースのバイオセンサーが生物医学診断と環境モニタリングを再定義：病原
性核酸の検出感度を向上

#21 ACS Applied Nano Materials誌が単原子ナノザイムのレビューを発表：生体分子・汚染物質検
出の感度と特異性を画期的に向上

#22 DLGレポートが食品産業におけるナノセンサーの革新を報告：FluIDect技術によるリアルタイム
品質監視とOxford Nanoporeの病原体識別

#23 ACS Publications、低コストでオープンソースの環境水中の硝酸塩およびアンモニア検出センサ
ーを発表：R2値0.96の精度で400回以上の安定応答

#24 DexCom社がSteloグルコースバイオセンサーの適用範囲を非インスリン使用者小児に拡大、ア
プリも刷新し2026年7月米国でリリース

#25 QuidelOrtho社レポート、超迅速分子診断が臨床検査室を変革：呼吸器ウイルス検査のTATを26
時間以上から3時間未満に短縮

#26 トゥエンテ大学が子宮頸がんを尿サンプルから高感度検出するバイオセンサーチップを発表：ス

メアテスト代替へ5〜10年で実用化目指す

#27 ProPharma社FAQ：IVDの未来を形作るPOCTと診断の小型化、ウェアラブルとAIが牽引

#28 バイオプロセスにおけるリアルタイムPATセンサー導入、食品・飲料・工業バイオプロセシング
の効率と品質を革新

#29 バイオプロセシング技術、食品生産・環境・持続可能な製造へ応用拡大

#30 大阪大学、ハイスループットCLiBアッセイで生細胞内のシグナル伝達脂質PI(3,5)P2をリアルタ
イム追跡する革新的バイオセンサーを開発

#31 浙江大学、機械学習対応型埋め込み式植物バイオマーカーセンサーを開発し『Nature
Communications』に発表

#32 AIと機械学習が癌の早期発見を革新：マルチオミクスデータ解析で診断精度向上

#33 NTHRYS Biotech Labs、AI活用CRISPRバイオセンサー診断薬で病原体・多重バイオマーカー検

出を開発

#34 九州大学亀岡研究室、尿酸・グルコース・pHをリアルタイム計測する低コスト・高精度バイオセ
ンサーを開発

#35 ALR Technologies、CGM Medical Shenzhenを買収しCGM製造能力を月産30万台に拡大へ



#36 NTHRYS Biotech Labs、AI活用微生物バイオセンサーで食品・環境・製薬分野のリアルタイム
モニタリングを革新

#37 グラフェン誘導体ベースバイオセンサー、診断・環境・食品安全で高性能発揮：書誌計量分析

#38 NTHRYS Biotech Labs、IoTセンサーとAIで発酵プロセスのバッチ不良を30-40%削減するクラ
ウドプラットフォームを開発

#39 手頃な価格のセンサー技術が神経科学を民主化：電気化学・光学バイオセンサーによる個別化医
療の推進

#40 Hamilton社、Interphexで生細胞密度・CO2をリアルタイム測定する革新的バイオプロセスセン

サーを発表

#41 食品中のマイコトキシン迅速検出：金属有機フレームワーク（MOF）駆動型センサーが0.32
pg/mLの超高感度を実現

#42 毛細管診断アッセイの検出限界を改善するソフトウェア駆動型手法、低陽性サンプルを高信頼性
で識別

#43 フリンダース大学、AIベースのセンシングソリューションで食品産業の品質管理と安全保証を革

新

#44 量子強化バイオセンシングシステム、アルツハイマー病・パーキンソン病のバイオマーカーを
12.6 fMの超高感度で早期検出

#45 京都大学横川研究室、血管生物学から再生医療までマイクロ生理学的システム（MPS）研究を推
進

#46 UMass AmherstのYingjie Hang氏、プラズモンナノ粒子とMLを活用した高感度POC診断用
PLFSでECS学生研究賞を受賞

#47 伝統中国医学の近代化：成都中医薬大学のrGOベースLSPR光学バイオセンサーが鍼治療効果を客
観評価

#48 自己給電型インテリジェンスが個別化ヘルスケアを推進：ウェアラブル・埋め込み型センサーの

自律的モニタリング

#49 スプリットGFP蛍光バイオセンサー、ER-ゴルジ膜接触のリアルタイム動態を可視化

#50 デックスコムのStelo、初のOTC CGMとしてFDA承認、アボットFreestyle Libre 3 Plusは15日
装着・AID対応で進化



#01 ミシガン工科大学、MIPs「合成抗体」でバイオセン
シングのコスト・安定性課題を克服し新技術賞を受賞

概要

ミシガン工科大学のYixin Liu氏とGrace Dykstra氏が、分子インプリントポリマー
（MIPs）を用いたバイオセンシング技術の進展で2026 Bhakta Rath Research Awardを
受賞しました。彼らの開発した「合成抗体」は、ウェアラブルヘルス技術から農業・

環境モニタリングまで幅広い応用が期待されます。この技術は、既存のバイオセンシ
ング技術が抱えるスケール、コスト、安定性に関する課題を克服することを目指して
います。この画期的な研究は、より堅牢でアクセスしやすいヘルスケア分野に向け

た、迅速で信頼性の高いバイオセンサーの開発を推進する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月26日  Michigan Technological University News  アメリカ



詳細

主要成果

ミシガン工科大学の研究者、Yixin Liu氏とGrace Dykstra氏が、分子インプリントポリマ
ー（MIPs）を基盤としたバイオセンシング技術における顕著な進歩を評価され、2026
Bhakta Rath Research Awardを受賞しました。彼らの研究は、ウェアラブルヘルスモニ
タリングから環境汚染検出、農業における作物健康管理に至るまで、多様な分野でのバ
イオセンサーの利用可能性を根本的に変革する可能性を秘めています。特に、既存のバ
イオセンシング技術が直面している製造コスト、スケーラビリティ、検出の安定性とい
った主要な課題を克服することに焦点を当てています。

技術・臨床詳細

彼らが開発したMIPsは、「合成抗体」として機能し、特定の分子を識別し結合する能力
を持ちながら、天然の抗体と比較してはるかに堅牢で製造が容易です。これにより、製
造コストを大幅に削減し、広範なアプリケーションへのスケールアップが可能となりま
す。MIPsは、生体内の特定のターゲット（疾患バイオマーカー、環境毒素など）に対し
て高い選択性と感度を示し、リアルタイムでのモニタリングを実現します。これは、従
来の抗体ベースのセンサーが抱える保存安定性の問題や、製造の複雑さといった制約を
克服するものです。例えば、生体液中の微量な代謝産物や、土壌中の特定の栄養素を正
確かつ継続的に検出することが可能になります。

背景・業界文脈

現在のバイオセンシング市場では、高精度な検出が求められる一方で、センサーの耐久
性、再利用性、そして何よりもコストが普及を妨げる要因となっています。MIPs技術
は、これらの課題に対し根本的な解決策を提示し、特に開発途上国やリソースが限られ
た地域でのヘルスケアアクセス向上に貢献する可能性があります。Liu氏とDykstra氏の
研究は、環境モニタリングや食品安全といった分野でも、オンサイトでの迅速かつ正確
なスクリーニングを可能にし、公衆衛生と安全の向上に大きく寄与することが期待され
ます。



今後の展望

このMIPs技術の発展は、将来的には個人の健康管理におけるウェアラブルデバイスの普
及を加速させるでしょう。病気の早期発見、疾患進行のモニタリング、治療効果の評価
などが、より手軽かつ継続的に行えるようになることで、予防医療と個別化医療の進展
に貢献します。さらに、産業分野では、製造プロセスのリアルタイム品質管理や、環境
汚染物質の迅速な検出など、幅広い応用が期待されており、MIPsは次世代バイオセンサ
ーの基幹技術としてその地位を確立する可能性があります。

元記事: https://www.mtu.edu/news/2026/06/2026-bhakta-rath-research-award-recipients-set-new-

robust-future-for-biosensing-technologies.html
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#02 FDAがDexcom製Steloを小児（2歳以上、非インスリ
ン使用者）向けに初のOTC連続血糖モニタリングシステム
として承認

概要

2026年6月の内分泌学に関する主要ニュースとして、FDAがDexcomのStelo Glucose

Biosensor Systemの小児（2歳以上、インスリン不使用）向け市販薬（OTC）としての
使用を承認しました。これにより、Steloは小児集団向けに利用可能な初のOTC連続血
糖モニタリング（CGM）システムとなります。このシステムは、ウェアラブルセンサ

ーと互換性のあるスマートフォンアプリケーションで構成され、血糖値の連続測定、
記録、分析、表示を可能にします。この承認は、小児の糖尿病管理および一般的な代
謝認識を向上させる重要な一歩です。

公開日 2026年06月26日  HCPLive  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、Dexcom社が開発したSteloグルコースバイオセンサーシ
ステムを、インスリンを使用しない2歳以上の小児向けに市販薬（OTC）として承認し
ました。この決定により、Steloは小児向けとしては初のOTC連続血糖モニタリング
（CGM）システムとなり、糖尿病管理や一般的な代謝健康モニタリングにおいて画期的
な進歩をもたらします。これにより、インスリン治療を受けていない小児も、自宅で手
軽に血糖値を連続的に測定できるようになります。

技術・臨床詳細

Steloグルコースバイオセンサーシステムは、皮膚に装着する小型のウェアラブルセンサ
ーと、そのデータをリアルタイムで表示・分析する互換性のあるスマートフォンアプリ
ケーションで構成されています。このセンサーは、皮膚下の間質液中のグルコース濃度
を継続的に測定し、約15分ごとに最新の血糖値とトレンドをユーザーに提供します。臨
床試験では、このシステムが小児の血糖変動を正確に検出し、食事、運動、ストレスな
どが血糖値に与える影響を詳細に把握できることが確認されています。安全性プロファ
イルも良好で、軽微な皮膚刺激を除き重篤な有害事象は報告されていません。このデー
タは、小児が自身の代謝状況をより深く理解し、より健康的な生活習慣を確立する上で
強力なツールとなります。

背景・業界文脈

これまで、連続血糖モニタリングシステムは主にインスリン依存性の糖尿病患者に処方
されてきましたが、非インスリン使用者の小児にOTCとしての利用が拡大されたこと
は、市場と公衆衛生の両面で大きな意味を持ちます。小児期の肥満や2型糖尿病の増加
が懸念される中、SteloのようなアクセスしやすいCGMは、早期介入と疾患予防に貢献
する可能性があります。また、保護者が子供の血糖パターンを継続的に把握できること
で、不安の軽減とより的確なケア判断を支援します。この動きは、医療機器の消費者化
（consumerization）トレンドを加速させ、ウェアラブルヘルス技術の新たな市場を開
拓するものです。



今後の展望

SteloのOTC承認は、小児の健康管理に大きな影響を与えるだけでなく、将来的にはCGM

技術がより幅広い年齢層や健康状態の個人にも普及する道を拓くでしょう。AIとの統合
により、さらにパーソナライズされた健康アドバイスや予防的介入が可能になることも
期待されます。この革新は、糖尿病予備軍のモニタリングや、アスリートのパフォーマ
ンス最適化など、医療以外の分野への応用も拡大し、人々の健康とウェルネスに対する
アプローチを根本的に変える可能性を秘めています。

元記事: https://www.hcplive.com/view/9-endocrinology-headlines-you-missed-in-june-2026
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